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●カーブ・急勾配の区間が多く、ドライ
バーの負担が大きい

●雨などが一定の値を超えると、すぐに
通行止めになる

※事前通行規制区間（時間雨量40ミリ・
連続雨量80ミリで通行止め）

●土砂崩れやなだれなどが発生すると、
長期にわたり通行止めになる

期待の

声
　
10
年
ほ
ど
前
、
八
箇
峠
を
越
え
て
南

魚
沼
市
ま
で
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
が
多
く
、
カ
ー
ブ
が
続
く
道
を

通
る
の
は
、
あ
ま
り
運
転
の
得
意
で
な

い
私
に
と
っ
て
、
大
変
な
こ
と
で
し

た
。
峠
を
越
え
る
と
ほ
っ
と
し
た
こ
と

を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

冬
場
は
さ
ら
に
道
路
状
況
が
悪
く
な
り

ま
す
。
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
な
ど
も
部
分

的
に
し
か
な
い
た
め
路
面
が
凍
結
し
や

す
く
、
吹
雪
の
と
き
は
視
界
が
非
常
に

悪
く
な
る
た
め
、
道
路
の
幅
が
分
か
ら

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
４
月
か
ら
、
ま
た
八
箇
峠
を

越
え
、南
魚
沼
市
に
通
勤
し
て
い
ま
す
。

私
も
、
来
年
度
の
「
八
箇
峠
道
路
」
開

通
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
市
民
の
一
人

で
す
。
こ
れ
ま
で
整
備
に
関
わ
っ
た
皆

さ
ん
の
思
い
や
苦
労
を
忘
れ
ず
に
、
安

全
運
転
で
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
変
だ
っ
た
峠
越
え
、道
路
の
開
通
が
楽
し
み

下：スノーシェッド

左：冬の八箇峠

横
山 

理
奈
さ
ん
（
関
根
２
）

　国道253号は、十日町地域と南魚沼地域を結ぶ主

要幹線道路です。その中の八箇峠（市内八箇～南魚

沼市余川間）は、急峻な地形を通る交通の難所であ

り、早期の道路整備が求められていました。

八箇峠の現状と課題！

通勤通学や救急搬送などの市民生

活、物流や観光などの地域経済活

動に大きな影響を及ぼしています

　来年度「八箇峠道路」の一部区間（（仮称）八箇 I
インターチェンジ

C ～（仮

称）野田IC間）の供用開始が予定されています。上越市か

ら当市を通り南魚沼市へ通じる地域高規格道路「上越魚沼

地域振興快速道路」(延長約60キロメートル)のうち、「八

箇峠道路」は市内八箇から南魚沼市余川間（延長9.7キロ

メートル）の道路です。「八箇峠道路」の整備により、現

在の国道253号におけるさまざまな課題が解決され、市民

生活や地域経済のさらなる発展が期待されています。
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■
問
合
せ
＝
建
設
課
監
理
係
　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
７

右：平成23年７月

　　新潟福島豪雨の被害

左：カーブと急

勾配が続く

現道

左：なだれが発

生したとき

の除雪作業

上越魚沼地域振興快速道路　延長＝60キロメートル

市報とおかまち　平成28年11月10日号

八箇峠道路
延長＝9.7㎞
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❶

❸❷

「八箇峠道路」整備の沿革

年度 主な経緯

平成６ 上越魚沼地域振興快速道路計画路線指定

平成８
当市～六日町（現南魚沼市）間の約13キロメー

トルを調査区間指定

平成９ 八箇峠道路整備区間指定

平成12 事業化・工事着手

平成13 用地着手

平成17
道路計画見直し（４車線から２車線へ変更・ト

ンネル延長の縮小など）

平成19 八箇峠トンネル(仮称)南魚沼市側工事着手

平成22 同トンネル十日町市側工事着手

平成26 同トンネル貫通

❶工事現場十日町市側空撮　❷八箇峠トンネル十日町市側坑口

❸トンネルが貫通したときの様子

　
現
在
の
八
箇
峠
は
カ
ー
ブ
が
多
く

急
勾
配
で
、
特
に
救
急
車
で
南
魚
沼

市
や
魚
沼
市
の
病
院
に
搬
送
す
る
と

き
は
、
車
の
揺
れ
な
ど
で
患
者
の
様

態
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
気
を
付

け
て
運
転
し
て
い
ま
す
。

　「
八
箇
峠
道
路
」
の
開
通
に
よ
り
、

こ
う
し
た
悪
条
件
も
解
消
さ
れ
、
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
緊
急
自
動
車
の

運
転
も
、
よ
り
安
全
に
行
え
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
南
魚

沼
市
へ
の
所
要
時
間
も
短
縮
さ
れ
る

の
で
、
よ
り
迅
速
な
消
防
救
急
活
動

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
道
路
が

一
日
も
早
く
十
日
町
の
中
心
部
ま
で

整
備
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
十
日
町
市
に
は
八
箇
峠
を
通
っ
て

７
年
間
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ

も
安
全
運
転
を
心
が
け
、
四
季
折
々

の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
運
転
し
て

い
ま
し
た
が
、
雪
が
降
っ
た
と
き
は

ス
リ
ッ
プ
な
ど
し
な
い
よ
う
、
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

　
今
で
も
十
日
町
市
に
は
時
々
買
い

物
な
ど
に
行
く
の
で「
八
箇
峠
道
路
」

の
開
通
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

よ
り
安
全
で
快
適
な
道
に
な
れ
ば
、

ま
す
ま
す
人
の
往
来
が
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
の
動
き
は

何
に
も
代
え
が
た
い
大
き
な
力
だ
と

思
い
ま
す
。「
八
箇
峠
道
路
」
の
開

通
で
十
日
町
市
・
南
魚
沼
市
が
さ
ら

に
発
展
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

安心・安全な道づくりが
進むことを期待

地域がさらに発展する
きっかけになってほしい

期待の 声

「八箇峠道路」の整備で期待される効果

　豪雪地であり、地震や豪雨など度重なる災害に見舞われている当市に

とって、災害に強い道路は、安全・安心なまちづくりの基幹となります。

豪雨や豪雪などの災害に強い道路になります

　平成27年６月、三次救急や高度医療など拠点的な医療を担う「魚沼

基幹病院」が開院しました。この病院への「命の道」として、一刻を争

う救急患者の搬送が可能になります。

魚沼基幹病院へのアクセスが良くなります

　関越自動車道を経由し、首都圏からの玄関口として当地域への人の流

れを作るなど、地域振興や経済発展を進める一翼を担います。

地域の振興・経済の発展が進みます

　「八箇峠道路」の未開通区間（（仮称）野田IC～（仮称）余川IC間）の整備と、
「八箇峠道路」に引き続き、市街地周辺までの「十日町道路」の早期事業
化が望まれます。現在、市では「十日町道路」の整備促進に向け、土地利
用計画の策定やアクセス道路の整備（（仮称）高山水沢線）に取り組んで
います。

今後の展開

十
日
町
地
域
消
防
署
　
消
防
士
長

　
　
　
笛
木 

純
一
さ
ん
（
救
急
救
命
士
）

貝
瀬 

松
美
さ
ん
（
南
魚
沼
市
小
栗
山
）
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エコポイントカードの交換商品

エコ活動を楽しく・お得にはじめませんか

十日町市エコポイント事業

● ● ● ● ●問合せ：環境衛生課環境企画係☎752-3924

　エコポイントは、生活のなかでできるエコ活動（下記参照）を実践し

たときにもらえるポイントです。ポイントはカードにスタンプで押印さ

れ、20ポイントたまったカードはエコ商品と交換できます。環境にも

生活にもやさしいエコポイントを、ぜひ活用してください。

回収された廃食用油は、人と地球にやさしい

バイオディーゼル燃料（軽油代替燃料）に精製して、

一部公用車に使用しています。

5 3

1

市主催の環境関係イベントに参加する

2〜3 使用済み天ぷら油を回収場所に出す

事業所でノーマイカーデー
に取り組む

ポイントがもらえるエコ活動 エコポイントカード（e
エコ

co活動参加証）は各店（施設）に配置しています

満点（20ポイント押印）カードで次のものと交換できます

　毎月、決められた日の通勤に公共交通

機関や自転車などの利用により、マイカ

ーを使用しなかったとき、ポイントが付

与されます。

※事前に市へ登録が必要です

ポイントを押印してくれる
協力店の数

※協力店は、市のホームページまたは、

直接店舗で確認してください（協力店

になるには事前に市へ登録が必要です）

　ポイントの99パーセントが、こ

の行動で取得されています。これ

により、平成27年度は１年間で
206万枚のレジ袋が削減され
ました。

▶削減効果
　CO2　　　　⇒123.8トン
　原油量　⇒37,746リットル
　ごみの量⇒20.6トン

地域 店舗数

十日町 100

川西 21

中里 18

松代 10

松之山 5

開催月日 イベント名 開催場所

４月29日 第20回クリーン大作戦2016 信濃川河川敷

６月５日
第17回十日町市環境フェア キナーレ

技術開発懇談会（環境講演会） クロステン

㈲ヰガワ石油 ㈲松之山温泉給油所

石光石油㈱中里給油所 ㈱ミナミ商会川治給油所

㈲イタバ中里給油所 ㈱村山商会十日町中央給油所

㈱倉沢石油 村山石油

㈱ケンベイミユキ ㈱山田屋商店十日町給油所

セキヨシ十日町ＳＳ ㈱山田屋商店四日町給油所

十日町石油㈱ ㈱山松商店伊達給油所

長谷川石油㈱ ㈱山松商店十日町給油所

㈱ぴっとランド川西給油所 ㈱山松商店十日町バイパス給油所

㈱ぴっとランド十日町給油所 ㈱吉田商会土市ＳＳ

㈱ぴっとランドなかさと給油所 米岡石油㈱川西給油所

㈱前田商会給油所 エコクリーンセンター（環境衛生課）

中央公民館ほか中条・川治・吉田・下条・水沢公民館および各支所

■回収場所一覧 ※３リットル未満２ポイント、３リットル以上３ポイント

■平成28年度に開催したもの

エコポイントカードを交換できるお店と施設

四季彩館ベジぱーく・市役所売店・クロステン・Ａコープ各店・千

年の市じろばた・えことぴあ・中里商工会・コープ中里・マート常春・

むらやま文具店・合同会社うらだ・Z
ジッカ

IKKA

トイレットペーパー

市役所売店・クロステン・ZIKKA再利用封筒

市役所売店・クロステン・マート常春・ZIKKAアクリルたわし

高木沢企業㈱ペレット燃料

市役所売店・クロステン・千年の市じろばた・えことぴあ・マート常春・

ZIKKA
廃油石けん

まちのす・四季彩館ベジぱーく・市役所売店・エコクリーンセンター・

中央公民館および地区公民館（中条・下条・川治・水沢・吉田）・

クロステン・Ａコープ各店・各支所地域振興課・千年の市じろばた・

えことぴあ・中里商工会・コープ中里・マート常春・合同会社うらだ・

イオン十日町店・ZIKKA

バイオマスプラスチック製
指定ごみ袋（燃やすごみ）

温泉施設 キナーレ明石の湯・羽根川荘・ハヤマ荘・湯元荘・みよしの湯・平成園・

千年の湯・ミオンなかさと・ゆくら妻有・雲海・松之山温泉センター

鷹の湯・ひなの宿千歳野本旅館・和泉屋・凌雲閣松之山ホテル・旅

館明星・ナステビュウ湯の山・おふくろ館
（平成28年９月現在）

１枚

３枚

バイオマスプラスチック製
指定ごみ袋〈燃やすごみ〉 
・大（45ℓ） ５枚入り 

・中（30ℓ） ６枚入り 

・小（15ℓ） 10枚入り 

いずれか１袋
※掲載しているもの以外のエコ活動もあります

再利用封筒
長３または長４各10枚入り

廃油石けん
固形１個または粉末１袋

アクリルたわし 
２個入り 

トイレットペーパー 
２個セット 

今日からできる
あなたの

地球温暖化対策いずれか１つ

スーパーでレジ袋を
断る市内温泉施設でのご利用 

※入浴料および必要枚数は、各
施設で確認してください  

カード１枚100円と
して利用施設の料金
に応じた枚数 ５枚

ペレット燃料  
（10㎏入り）１袋 

　満点にな
ったカード

は、早めに
商品と交換

しましょう
。

ポイント ポイント

ポイント ポイント
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市街第８・９計画区の調査が完了しました

地籍調査事業のお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：都市計画課地籍調査係☎757-3342

　
該
当
す
る
行
政
区
に
住
ん
で
い
る
家
族
や
親
せ
き
、
友
人
・
知
人
へ
年

賀
状
や
手
紙
を
出
す
と
き
は
、
住
所
表
示
変
更
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
経
営
す
る
事
業
所
や
会
社
な
ど
の
取
引
先
が
該
当
す
る
行
政
区
に

あ
る
と
き
も
注
意
が
必
要
で
す
。
※
当
分
の
間
、
郵
便
物
な
ど
は
旧
住
所

で
も
配
達
さ
れ
ま
す

市
街
地
に
は
、
た
く
さ
ん
の
基
準
点

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
土
地

の
面
積
を
測
量
す
る
と
き
の
基
に
な
る

点
で
す
。
道
路
脇
な
ど
に
多
く
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
の
時
に
破

損
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
籍
調
査
で
筆
界

確
認
が
で
き
た
と
こ
ろ
に
は
杭
や
鋲
な

ど
の
境
界
標
を
設
置
し
ま
す
。
設
置
さ

れ
た
も
の
な
ど
は
、
抜
い
た
り
移
動
し

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
（
法
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
）。

住
宅
新
築
・
改
築
、
外
構
工
事
な
ど

で
境
界
標
が
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
、
施
工
業
者
に
保
全
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
（
費
用
は
本
人
負
担
で
す
）。

境
界
標
の
機
能
保
全
の
基
準
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
工
事

の
時
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
街
地
の
住
所
表
示
変
更
は
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
で
す

2
基
準
点
・
境
界
標
の
保
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

街区三角点地籍図根多角点

基準点の例 境界標（筆界点）の例

※設置場所により異なります

　
次
の
行
政
区
は
地
籍
調
査
が
完
了
し
、
11

月
21
日
㈪
を
も
っ
て
住
所
表
示
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

　
住
所
表
示
変
更
手
続
き
に
必
要
な
各
種
証

明
書
や
手
続
き
の
し
お
り
な
ど
は
、
11
月
24

日
㈭
以
降
に
該
当
す
る
人
へ
発
送
し
ま
す
。

※
新
旧
地
番
対
照
表
や
手
続
き
の
し
お
り
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

住
所
表
示
が
変
更
に
な
り
ま
す

1

区　分 変更前表示 変更後表示

土地の表示 十日町市字四ツ宮卯10番　 十日町市本町六の一丁目10番　

住　　　所 十日町市　　　　卯10番地 十日町市本町六の一丁目10番地

本　　　籍 十日町市　　　　卯10番地 十日町市本町六の一丁目10番地

行　政　区 本町六の一丁目

■土地の表示の変更例

●
対
象
行
政
区
＝

本
町
六
の
一
丁
目
、
本
町
六
の
二
丁
目
、

本
町
六
の
三
丁
目
、
西
本
町
一
丁
目
、
西

本
町
二
丁
目
、稲
荷
町
三
丁
目
本
通
り
（
一

部
を
除
く
）、
稲
荷
町
三
丁
目
北
、
稲
荷

町
四
丁
目
、
稲
荷
町
西
、
八
幡
田
町
、
下

川
原
町
※
区
画
整
理
実
施
箇
所
は
、
住
所

表
示
変
更
は
行
わ
れ
ま
せ
ん

注１　実施範囲は、川治川から田川（田川町を含む）、山側の住宅地から信濃川に囲われた区域です。

　　　※地籍調査を実施している区域は除きます

注２　駅西と西本町の区画整理事業を実施している区域は除きます。

注３　住所表示変更は、千歳町や妻有町など住所と行政区が一致している区域は除きます。

注４　平成28年11月10日時点の予定です。事業の進捗状況により変更することがあります。

　地籍調査事業の対象区域は次のとおりです。市街第12計画区以降の計画を変更しました。

計画区 対象行政区
立会
年度

登記完了
（住所表示変更）

年度

市街第１～９ 完　　了

市街第10 高田町３、高田町３西・南、千代田町、桜木町 Ｈ28 Ｈ29

市街第11 高田町４・５、島（市街地）、春日町１～３ Ｈ28 Ｈ29

市街第12 美雪町１～３、錦町１・２、寿町１～４ Ｈ29 Ｈ30

市街第13
千歳町１～３、河内町、妻有町東１、妻有町西１・２、川治内後
第２※、川治下町第２※

Ｈ29 Ｈ30

市街第14 高山２・３ Ｈ30 Ｈ31

市街第15 高山４、高田町６ Ｈ30 Ｈ31

市街第16 島（農地部分）、稲荷町３本通り※、町名なし（寅甲・寅乙） Ｈ31 Ｈ32

市街第17 西本町３ Ｈ31 Ｈ32

市街第18 町名なし（子・丑） Ｈ32 Ｈ33

住所表示変更実施計画区域図住所表示変更実施計画区域図

H32

H33

H29H31

H30

信濃川 田川

川治川

十日町駅

西本町
区画整理地

駅西区画
整理地

【市街第 16・17 計画区】
島（農地部分）
稲荷町３本通り※
町名なし（寅甲・寅乙）
西本町３

【市街第 14・15 計画区】
高山第２～４
高田町６

【市街第 10・11 計画区】
高田町 3
高田町 3西・南
千代田町
桜木町
高田町 4・5
島（市街地）
春日町 1～ 3

H28 住所表示変更
完了予定地区

【市街第 18計画区】
 町名なし（子・丑）

地籍調査・住所表示
変更完了地区

H30

〈凡例〉

住所表示変更の年度

主要な国・県・市道

鉄道

【市街第 12・13 計画区】
美雪町１～３
錦町１・２
寿町１～４
千歳町１～３
河内町
妻有町西１・２
妻有町東１
川治内後第 2※
川治下町第 2※

253

253

117

117
※地籍調査を実施している区域は除きます
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芸
術
の
秋
、恒
例
の
十
日
町
市
美
術
展（
市

展
）
が
開
催
さ
れ
、
公
民
館
活
動
な
ど
で
腕

を
磨
い
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
期
間
＝
10
月
15
日
㈯
〜
18
日
㈫
の
４
日
間

●
会
場
＝
市
民
体
育
館

●
応
募
者
数
＝
２
３
３
人

●
応
募
数
＝
２
９
９
点
（
８
部
門

：

日
本

画
４
、
洋
画
44
、
版
画
11
、
現
代
美
術

53
、
彫
刻
７
、
工
芸
17
、
書
道
51
、
写
真

１
１
２
）

●
入
賞
数
＝
56
点

日本画

工芸

洋画

版画

市
展
賞

「
秋
晴
れ
」

　
丸
山
　
洋
子
（
長
岡
市
）

現代
美術

市
展
賞

「
初
夏
へ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

　
髙
野
し
げ
子
　（
南
魚
沼
市
）

●
奨
励
賞

　
草
村
　
慶
子
　（
松
之
山
）

　
貝
沢
　
鋭
則
　（
本
町
７

｜

１
）

●
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
村
山
は
る
か
　（
田
川
町
２
）

●
佳
作
賞

　
岩
野
　
弘
一
　（
南
魚
沼
市
）

　
高
橋
永
美
子
　（
津
南
町
）

　
湯
澤
　
榮
治
　（
四
日
町
３
）

　
関
口
　
耕
二
　（
袋
町
中
）

市
展
賞

「C

チ
ェ

h
e
 G

ゲ

　バ

　ラ

u
e
v
a
rra

」

　
中
　
　
豊
和
　（
稲
葉
）

●
奨
励
賞

　
髙
橋
　
芳
平
　（
松
代
）

　
阿
部
　
友
紀
　（
津
南
中
等
教
育
学
校
）

　
柳
　
　
建
一
　（
高
島
２
）

●
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
関
口
百
合
香
　（
十
日
町
総
合
高
校
）

●
佳
作
賞

　
樋
口
　
虹
至
　（
十
日
町
総
合
高
校
）

　
宮
澤
　
楓
　
　（
十
日
町
総
合
高
校
）

　
上
村
　
夏
菜
、
目
黒
　
希
弥
、

　
山
田
　
理
歩
、
太
田
　
愛
梨
、

　
村
山
　
彩
華

　（
以
上
津
南
中
等
教
育
学
校
）

市
展
賞

「
秋
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

　
五
十
嵐
江
美
子（
小
荒
戸
）

●
奨
励
賞

　
鈴
木
　
隆
夫
　（
重
地
）

●
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
樋
口
　
正
博
　（
朴
木
沢
）

●
佳
作
賞

　
山
内
　
正
胤
　（
学
校
町
１
）

　
松
澤
せ
つ
子
　（
上
野
）

書道

市展賞

「七言律詩」

　小川　隆　　（四日町新田２）

●奨励賞

　保坂　千紘　（姿２）

　高橋キクイ　（田川町３）

　西潟　浩平　（福島）

●新潟日報美術振興賞

　山岸　繁雄　（松之山）

●佳作賞

　山岸　玲子　（越ヶ沢）

　髙橋　伸子　（四日町新田１）

　根津　靖子　（田中町本通り）

　服部　道子　（笹之沢）

　小川　淑子　（四日町１）

彫刻

市展賞

「女性頭像Ｋ」

　村山　亨　　（新座４）

●佳作賞

　須藤　雅昭　（上新田４）

市展賞

「休漁」

　室橋　浩一　（長岡市）

●奨励賞

　岩坂　薫　　（長岡市）

●佳作賞

　松本さりな　（中島町）

写真
市展賞

「お昼寝日和」

　雲野　茜　　（十日町総合高校）

●奨励賞

　山賀　正伸　（小千谷市）

　山本　貴一　（中町）

　村山　誠　　（高山３）

　斎木　文雄　（南鐙坂）

　阿部　松三　（大黒沢１）

　村山　栄　　（新座１）

●新潟日報美術振興賞

　新保　勲　　（小千谷市）

●佳作賞

　小林　洋子　（高山３）

　新保　暢一　（小千谷市）

　酒井　一夫　（寺尾）

　根津　順治　（中条上町）

　村山　博　　（中町）

　佐藤　明彦　（松之山）

　冨澤　俊久　（津南町）

　髙橋　徹　　（南魚沼市）

　茂野誠一郎　（長岡市）

　髙橋　俊明　（新座４）

　吉楽　和人　（田川町１）

数々の力作が入賞しました

第49回十日町市美術展 入賞者のお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課☎757-8918
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地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌

とおかまち
メニューの日

～地域と学校を結ぶ給食～

6

問合せ：学校教育課☎757-9957

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

・妻有のにぎやか丼

・糸瓜のサラダ

・野菜たっぷりみそ汁

・りんご

・牛乳

10月の献立

Facebookあります

JISAPO こへび隊

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

■十日町幼児園

埼玉県内の短期大学を経て、地元に戻り就職。現在
２年目で３歳児の担任。

目黒 みのりさん（田川町３・21歳）

群馬県内の短期大学を経て、地元に戻り就職。現在
８年目で２歳児の担任。

矢口 文代さん（駅通り・28歳）

夢
見
た
保
育
士
の
道
は
大
好
き

な
地
元
で
叶
え
る

目
黒
さ
ん
―
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
で
き
た
と
き
、
そ
ん
な
子
ど
も
の

成
長
の
瞬
間
を
共
有
で
き
る
こ
と
が
や

り
が
い
で
す
。子
ど
も
の
目
線
に
立
ち
、

一
緒
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
、
そ
ん

な
職
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

矢
口
さ
ん
―
一
緒
に
泣
い
て
、笑
っ
て
、

悔
し
い
思
い
を
し
て
。
同
じ
時
間
を
過

ご
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
を

与
え
ら
れ
る
職
員
に
な
り
た
い
で
す
。

方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

矢
口
さ
ん
―
は
じ
め
は
自
分
の
力
の
無

さ
を
痛
感
す
る
毎
日
で
し
た
。
し
か
し

当
園
は
、
家
族
と
一
緒
に
み
ん
な
で
子

ど
も
を
育
ん
で
い
こ
う
、
な
ん
で
も
相

談
し
合
お
う
と
、
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し

て
ま
と
ま
り
、助
け
合
っ
て
い
る
の
で
、

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
黒
さ
ん
―
就
職
一
年
目
の
昨
年
は
、

矢
口
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
ん
で
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
命
を
預
か
る
責
任

重
大
な
仕
事
に
四
苦
八
苦
で
し
た
が
、

矢
口
さ
ん
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
の
接
し

目
黒
さ
ん
―
中
学
生
の
と
き
に
当
園
を

職
場
訪
問
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
か
ら

ピ
ア
ノ
を
習
う
な
ど
、
保
育
士
を
志
し

て
き
ま
し
た
。
短
大
進
学
で
県
外
へ
出

ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
十
日
町
の
お
米

が
一
番
で
す
。

矢
口
さ
ん
―
私
も
中
学
生
の
と
き
に
当

園
を
訪
問
し
、
保
育
士
を
志
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
十
日
町
と
、
こ
こ
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
大
好
き
で
す
。
お

お
ま
つ
り
は
俄
に
参
加
し
、
大
地
の
芸

術
祭
は
全
作
品
を
巡
り
ま
し
た
。

一
人
で
は
な
く
、
一
つ
の
チ
ー

ム
と
し
て
助
け
合
う

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
一
緒
に

分
か
ち
合
い
た
い

・教育、保育
・十日町市本町西１
・園児71人
　従業員24人
・752-2068
・20年後も変わらず輝き

続ける子どもたちを夢見
て、ひとり一人に愛情を
注いでいます。

地元サポーター

押木 彩乃さん

（上野・23歳）

　朝礼の様子です。ホワイトボー

ドで本日の行き先を確認します。

　上郷クローブ座は代表作品であ

る「時の殻」だけでなく、細部に

可愛いデザインが隠れています。

探して見てね♪

きょうのサポーター

7

こへび隊通信

地元サポーター

　今年の夏から地元サポーターに登録しました。ま

だまだ大地の芸術祭に関しては分からないことが多

いので、日々、お客さんや地元サポーターの皆さん

から勉強させていただいています。秋会期は、基本

的に土・日曜日のみの活動なので、夏と異なりお客

様との出会いも多くなかったのが少し寂しかったで

す。しかし、その分たくさんの作品にじっくり寄り

添い、新しい感性を磨くことができました。次の会

期に向けて、地域の皆さんとの繋がりを大事にしな

がら、たくさんのことを勉強していきたいです。

大地の芸術祭 秋会期

10月９日㈰　会場：越後妻有「上郷クローブ座」

「秋会期の振り返り 

　　～越後妻有「上郷クローブ座～」

　妻有のにぎやか丼は人気があり、おかわ
りする子どもがたくさんいました。「苦手
なきのこが入っていたけど、おいしかった。
全部食べられた」。と好評でした。

おいしかった！

の声

10月のクローズアップ食材「十日町の秋野菜」
　十日町の秋野菜として、里芋・大根・人参・白菜などがあ
ります。これらの野菜は、冬の間は保存ができる越冬野菜で
す。長い冬を迎える前にさまざまな地場産野菜が収穫されま
す。「10月のとおかまちメニューの日」は、市内全ての小学校・
中学校・支援学校で同じ献立の給食が提供されました。

「妻有のにぎやか丼」
●材　料
　妻有ポーク、玉ねぎ、人参、えのき茸、
エリンギ、大根菜など

●作り方
①豚肉をしょうが、酒、しょうゆで下味を
つけておく。
②フライパンに油を熱して、豚肉、玉ねぎ、
人参を炒め、きのこも入れる。
③しょうゆ、みりん、三温糖で調味する。
④最後にゆでておいた大根菜を加える。



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　高齢者に交通安全意識を高めてもらうため、「交

通安全大会」（主催：（公財）十日町交通安全協

会）が開催されました。参加した760人には、反

射材付き毛糸手袋と反射材着用推進のチラシが配

られ、代表して池田勝敏さん（土市２）からは交

通安全誓いの言葉が述べられました。アトラクシ

ョンでは県警音楽隊とカラーガード隊による一糸

乱れぬ演奏・演舞が披露され、交通安全の願いを

のせたメロディーが会場に響きました。

　2016リオデジャネイロパラリンピックの車いす陸上競技３種

目に出場した樋口政幸選手（市内鉢出身）の凱旋報告会が開催

されました。

　陸上競技場では、母校の吉田中学校の生徒をはじめとした約

150人が集まるなか、樋口選手からの大会報告があったほか、

生徒たちと競争するなど和やかな雰囲気で交流を楽しみました。

その後行われた千手中央コミュニティセンターでの報告会では、約70人が集まり、樋口選手のパラリンピッ

クでの活躍をねぎらいました。樋口選手は、「市民の皆さんの応援で頑張れた」。と感謝の言葉を述べるとと

もに、今後の競技生活については、「まだまだ伸びしろはあると思う。この１、２年で自分が世界一になれ

るかを見極め、2020東京パラリンピックを目指すかどうか決めたい」と語りました。

　１周2.13キロメートルのコースをチーム内で

リレーし、24時間走り続ける耐久マラソン大会

「ロ・マン24 in まつだい」。26回を迎えた今年は、

オープン参加を含めて54チームが出場し、全チ

ームが見事完走しました。優勝は、柏崎市から参

加した激走会チーム。161周・343.4キロメート

ルを走り抜きました。参加者はさわやかな風を感

じながら、スポーツの秋を楽しみました。

　関東甲信越45箇所のポイントをク

ラシックカーで巡る「ラ・フェスタ・

ミッレ・ミリア2016」が開催され、

スタンプポイントのひとつとなった

松之山温泉を往年の名車120台が通

過しました。豪快なエンジン音や立

ち込めるガソリンの臭い、また松之山の峠道をクラシックカーが走る様子

は、まるで古い映画のワンシーンを思い起こさせます。観戦のために沿道

へ駆けつけた人たちからは、大きな声援が送られていました。

交通安全の願いを乗せて

10月15日㈯：水沢中学校体育館

“応援”と“活躍”お互いに感謝

10月18日㈫：陸上競技場、千手中央コミュニティセンター

チームでつなぐ・支える「耐久マラソン」

10月１日㈯～２日㈰：松代総合グラウンド

まるで映画のワンシーン

10月15日㈯：松之山温泉ビジターセンター

　
分
り
や
す
く
人
に
伝
え
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
し

ま
す
。

日
12
月
６
日
㈫
・
13
日
㈫
・
20
日

㈫
午
後
７
時
〜
９
時
※
３
回

対
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス
操
作
が
で

き
る
人

￥
３
千
円

〈
共
通
〉

定
先
着
18
人
※
５
人
以
下
の
と
き

は
中
止
す
る
こ
と
あ
り

会
・
申
・
問
①
希
望
の
コ
ー
ス
②

郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電

話
番
号
を
記
載
し
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
電
話
で
情
報
館
へ
（
☎

７
５
０
―
５
１
０
０
、
Ｆ
７
５

０
―
５
１
０
３
）

さ
さ
や
ま
ラ
ボ
２
０
１
６

Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２

「
シ
リ
コ
ン
系
」
縄
文
体
験
？

日
11
月
26
日
㈯
・
12
月
3
日
㈯
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
笹
山
縄
文
館

対
小
学
校
3
年
生
以
上

￥
２
５
０
円
※
材
料
費

定
各
日
先
着
15
人

内
土
器
表
面
の
小
さ
な
穴
に
シ
リ

コ
ン
を
流
し
込
ん
で
取
り
出

し
、
エ
ゴ
マ
・
ア
ズ
キ
・
ダ
イ

ズ
な
ど
の
痕
跡
を
探
す
体
験
を

し
ま
す
。
ま
た
、
本
物
の
火
焔

型
土
器
破
片
か
ら
と
っ
た
シ
リ

コ
ン
型
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
流

し
込
ん
で
、
土
器
片
そ
っ
く
り

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
作
り
ま

す
。（
持
ち
帰
り
可
）

持
拡
大
鏡
ま
た
は
ル
ー
ペ

〆
11
月
22
日
㈫

第22回 里山学会
「田んぼの生き物の昔・今・これから ― 農業と生物多様性の共存にむけて ― 」 開催

　サシバ・トノサマガエル・ゲンゴロウ・ミズオ

オバコなど、昔は水田でよく見つけた生物・植物

が、近年は絶滅危惧種となっています。「水田の元・

普通種」に焦点を当て、水田の生物多様性の特徴

や衰退する現状、有機農業の実際について紹介し、

農業と生物多様性の共存について考えます。

日11月20日㈰午後１時30分～４時

会ＪＡ十日町本店

内「人間生活と生物多様性の衝突？農地利用の変遷と将来を考える」、「水草が茂りカ

エルがはねる～水田が支えた生き物たち～」、「農にくらす」

講大澤剛士さん（農研機構農業環境変動研究センター主任研究員）ほか

他会の終盤に、農業と生き物の共存をテーマとしたパネルディスカッションを開催し

ます。

問「森の学校」キョロロ（☎595-8311）

国
際
大
学
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

留
学
生
へ
の
日
本
語
教
育

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
11
月
19
日
㈯
・
12
月
３
日
㈯
・

17
日
㈯
各
日
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分
・
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

￥
１
回
千
円
※
当
日
徴
収

他
テ
キ
ス
ト
は
当
日
購
入
可

　
※
テ
キ
ス
ト
代
２
２
６
０
円

会
・
申
・
問
国
際
大
学
教
務
事
務

室
・
高
橋
（
南
魚
沼
市
・
☎
０

２
５

｜

７
７
９

｜

１
４
９
８
）

た
か
や
ま
寄
席　

「
笑
っ
て
、
健
康
に
！
」

日
11
月
20
日
㈰
午
後
２
時
※
開
場

1
時
30
分

会
高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
出
演
＝
落
語

：

春
風
亭
ぴ
っ
か

り
☆
、
バ
イ
オ
リ
ン
漫
談

：

マ

グ
ナ
ム
小
林

他
駐
車
は
十
日
町
検
診
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
を
利
用

問
高
山
地
区
振
興
会
・
事
務
局（
☎

７
６
１

｜

７
４
７
１
）
※
月
・

水
・
金

第
11
回
フ
ォ
ト
企
画
妻
有

写
真
展

日
11
月
22
日
㈫
〜
27
日
㈰
午
前
9

時
〜
午
後
7
時
※
27
日
は
4
時

ま
で

会
情
報
館

他
創
設
30
周
年
記
念
出
展
あ
り

問
中
林（
☎
７
５
７

｜

１
９
７
５
）

平
成
28
年
度
情
報
館
主
催

第
３
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
講
習

【
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
講
座
】

　
は
が
き
の
デ
ザ
イ
ン
・
文
面
の

作
り
方
、
住
所
録
の
使
い
方
を
学

び
ま
す
。

日
11
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

対
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス
操
作
・
自

宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き

る
人

定
先
着
18
人

【
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
座
】



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
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休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
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他 〆 申 問 Ｆ持 講
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申
・
問
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
希

望
日
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
を
博
物
館
へ
（
☎
７
５
７

｜

５
５
３
１
、
Ｆ
７
５
７

｜

６
９

９
８
）

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援

セ
ミ
ナ
ー

　
中
小
企
業
の
海
外
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
と
販
路
拡
大
を
支
援
す
る

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
11
月
28
日
㈪
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

対
海
外
展
開
を
考
え
て
い
る
中
小

企
業
・
個
人
事
業
者

内
ジ
ェ
ト
ロ
新
潟
に
よ
る
事
例
紹

介
・
個
別
支
援
紹
介
な
ど
※
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
相
談
会

を
実
施

〆
11
月
18
日
㈮

会
・
申
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎

７
５
７

｜

５
１
１
１
）

問
産
業
政
策
課
（
☎
７
５
７

｜

３

１
３
９
）

ほ
っ
と

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア

日
12
月
4
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

会
㈱
カ
ネ
タ
ケ
建
設
（
小
黒
沢
）

他
お
楽
し
み
く
じ
引
き
あ
り

問
宮
沢（
☎
７
５
８

｜

３
３
３
２
）

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
、
悪
く

な
ら
な
い
た
め
の
公
開
講
座

　
糖
尿
病
は
病
気
の
中
で
も
毎
年

増
え
て
お
り
、
国
民
病
の
一
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。一
緒
に
考
え
、

実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
12
月
5
日
㈪
午
後
2
時
30
分
〜

5
時

会
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

内
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
十
日
町
病
院

斎
藤
医
師
に
よ
る
講
話
「
努
力

し
な
い
糖
尿
病
」・
理
学
療
法

士
・
栄
養
士
に
よ
る
講
話
・
茶

話
会

申
・
問
十
日
町
病
院
内
科
外
来（
☎

７
５
７

｜

５
５
６
６
）

子
ど
も
博
物
館

縄
文
土
器
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

日
12
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

対
小
学
４
〜
６
年
生
※
保
護
者
の

参
加
可

￥
千
円
※
材
料
費

定
先
着
10
人

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

会
・
申
・
問
申
込
書
（
市
内
小
学

校
に
配
布
）
に
参
加
費
を
添
え

て
博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５
５

３
１
）

入
居
者
募
集

新
水
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

　
移
住
希
望
者
が
一
定
の
期
間
お

試
し
移
住
で
き
る
「
新
水
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
」
を
新
水
集
落
に
整
備
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
4
月
か
ら

入
居
開
始
予
定
で
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
市
外
在
住
ま
た
は
市
内
転
入
後

1
年
以
内
で
、
移
住
を
検
討
し

わか者求人情報発信支援事業補助金

●補助金額＝上限20万円（２分の１以内）

●申請期限＝12月15日㈭

●交付決定（※）＝１月上旬予定

　※申請件数・予算などの都合により、補助金の交付ができないときや、申請額の満額を交付できないことがあります

他合同就職説明会への出展事業、企業団体が行う求人に関する広報事業も補助しています※随時受付

問産業政策課（☎757-3139）

●対象経費＝就職ポータルサイト（2018新卒者用）利用料

●対象者＝次の業種のいずれかに該当する者　※市税の滞納がないことが条件

業　種 条　件

製造業 市内に事業所を有する企業

施設農業、運輸業、建設業、宿泊業、情報サービ

ス業、学術・研究開発機関
市内に本社または主たる事業所を有する企業

社会保険・社会福祉・介護事業
市内に本社または主たる事業所を有し、かつ、

製造部門を有している企業

て
い
る
人

￥
２
万
８
千
円
〜
３
万
２
千
円

　
※
光
熱
水
費
込
み

定
５
人

〆
11
月
30
日
㈬

問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
２
０
）

十
日
町
市
交
通
指
導
員

（
非
常
勤
特
別
職
）

●
募
集
人
員
＝
若
干
名

●
応
募
資
格
＝
社
会
貢
献
活
動
に

意
欲
が
あ
り
、
自
家
用
車
を
運

転
し
任
務
先
に
行
け
る
人

●
委
嘱
期
間
＝
平
成
31
年
3
月
31

日
ま
で
※
更
新
あ
り

●
任
務
内
容
（
報
酬
）
＝
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
街
頭
指
導

（
千
円
）、
交
通
安
全
教
室
の
指

導
な
ど
（
４
時
間
未
満
は
２
５

０
０
円
、
連
続
4
時
間
以
上
ま

た
は
1
日
複
数
回
活
動
で
5
千

円
）

他
制
服
な
ど
は
貸
与

申
・
問
防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
７
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

1
月
生
募
集
中

日
平
成
29
年
1
月
6
日
㈮
〜
6
月

28
日
㈬
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

とおかまち・つなん消防団員サポート制度の協力店を募集します

店舗の利用促進

サービスの提供

【十日町地域消防本部】
・消防団員の確保
・地域、消防団の活性化
・地域防災力の向上　など…

［募集・登録］［団員証交付］

【消防団員】

・地域の認知度アップ
・やりがいのある消防団
・加入促進
・活動を支える家族も対象　など…

【協力店】

・店舗の集客効果、利用促進
・地域貢献によるイメージアップ
・利用促進による商店の活性化
・店舗のPR効果　など

募集開始

【とおかまち・つなん消防団員サポート制度とは】

　消防団は、地域防災力の中核を担い、災害時の活動のほか、火災などの予防啓発から応急手当指

導など、地域の安心・安全を守るために活動しています。

　とおかまち・つなん消防団員サポート制度は、地域のために日夜活動する消防団員とその家族を

地域全体でサポートする制度です。十日町市消防団員、津南町消防団員およびその家族が、十日町市、

津南町の協力店舗（サポートショップ）で消防団員証を提示すると、商品価格割引などのサービス

提供を受けられるようになります。

【協力してほしい内容（一例）】

商品価格割引やポイント進呈などのサービス

　買い物：商品価格５％引き、ポイント３倍進

呈、粗品進呈

　飲　食：子どもにドリンク・アイスなどのサ

ービス、飲食代５％引き

　理　容：子ども料金５％引き、商品価格５％

引き

　　車　：工賃５％引き、ガソリン満タンで粗

品進呈、レンタカー料金割引

　住　宅：工事代５％割引

【サポートショップの登録方法】

　「サポートショップ登録申請書」（十日町地域

消防本部・南分署・しぶみ分署に配置。ホーム

ページからダウンロード可）に必要事項を記入

し、提出してください。

●申請書の提出方法・問＝郵送・ＦＡＸ・電子

メ ー ル（tfd119@tokamachi-kouiki.jp） の

いずれかで、〒948-0007十日町市四日町新

田1041番地十日町地域消防本部総務課消防

団係へ（☎757-1556、Ｆ757-8499）詳しく

はホームページ（http://www.tokamachi-

kouiki.jp/）で確認してください。
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

3
時
40
分

●
募
集
科
名
／
定
Ｃ
Ｄ
Ａ
・
Ｎ
Ｃ

科
／
18
人
、
生
産
Ｉ
Ｔ
科
／
15

人
、
金
属
加
工
科
／
15
人
、
電

気
設
備
技
術
科
／
15
人
、
ビ
ル

設
備
科
／
18
人
、
住
宅
建
築
デ

ザ
イ
ン
科
／
15
人

対
再
就
職
希
望
者

●
入
所
選
考
日
＝
12
月
12
日
㈪

￥
無
料
※
教
科
書
代
な
ど
有
料

〆
12
月
6
日
㈫

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７
―
２
４
０
７
）

会
・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

（
長
岡
市
・
☎
０
２
５
８
―
33

―
２
７
３
３
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

【
夜
間
講
習
コ
ー
ス
】

日
12
月
６
日
㈫
・
21
日
㈬
午
後
7

時
〜
9
時
※
計
4
時
間

会
分
じ
ろ
う
（
旧
本
町
分
庁
舎
）

〆
11
月
25
日
㈮

対
15
歳
以
上

￥
１
５
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

料
定
先
着
30
人
※
3
人
以
下
の
と
き

は
中
止

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０

｜

５
０
１
０)

応
急
手
当
講
習
会

日
／
内

・
救
急
入
門
コ
ー
ス

：

12
月
9
日

㈮
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
／
心

肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
・
上
級
救
命
講
習

：

10
日
㈯
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
／

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
・
異
物
除
去
・
止
血
法
・

傷
病
者
管
理
・
外
傷
の
応
急
手

当
・
輸
送
法

会
・
申
・
問
十
日
町
地
域
消
防
本

部
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

魚
沼
圏
域

高
次
脳
機
能
障
が
い
者

家
族
の
つ
ど
い

　
家
族
同
士
で
日
頃
の
悩
み
や
思

い
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
５
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

対
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の
家
族

〆
11
月
28
日
㈪

会
・
申
・
問
十
日
町
地
域
振
興
局

第14回 こども里山学会

　市の自然や文化・くらしについて、市

内小・中学校の児童・生徒が授業で学ん

だことや調査から分かったことを発表

し、交流する、“こども”が主役の学会

です。子どもたちの１年間の成果を聞き

に来ませんか。

日11月28日㈪午後１時30分～４時

会松之山自然休養村センター

問「森の学校」キョロロ（☎595-8311）

第13回こども里山学会の様子

健
康
福
祉
部
地
域
保
健
課
（
☎

７
５
７
―
２
４
０
２
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
く
る
る

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
・
パ
パ

の
見
学
会

　
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
待
っ
て
い

る
マ
マ
・
パ
パ
の
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
現
在
子
育
て
中
の

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
来
館
し
て
く
だ

さ
い
。

日
11
月
15
日
㈫
午
前
10
時

会
・
申
・
問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
く
る
る
・
飯
塚
（
☎
７
５
７

｜

１
０
０
８
）

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

健
康
づ
く
り

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　
自
分
に
あ
っ
た
教
室
で
健
康
づ

く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜

8
時
30
分

内
ス
ト
レ
ス
解
消
、
体
力
向
上
を

目
指
し
、
有
酸
素
運
動
で
気
持

ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

②
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

内
足
腰
の
負
担
が
少
な
い
動
き
で

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

肩
こ
り
や
腰
痛
の
改
善
を
目
指

し
ま
す

③
に
こ
や
か
教
室

日
毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜

11
時

対
生
活
習
慣
改
善
に
取
組
み
た
い

人
内
運
動
の
ほ
か
に
健
康
に
つ
い
て

の
講
話
、
体
重
や
筋
肉
量
の
計

測
を
し
ま
す

④
脳
！
い
き
い
き
体
操

日
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

15
分

内
負
担
の
少
な
い
全
身
運
動
の
あ

と
に
、
椅
子
に
座
っ
て
脳
や
筋

肉
を
刺
激
し
ま
す

⑤
い
き
い
き
体
操
教
室

日
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

会
中
里
体
育
館

￥
1
回
３
０
０
円

内
「
し
っ
か
り
運
動
・
楽
し
く
仲

間
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
活
動

し
ま
す
。
お
茶
会
や
食
事
会
も

あ
り
ま
す
。

〈
共
通
〉

会
①
②
③
④

：

市
総
合
体
育
館

￥
①
②
③
④

：

1
回
５
２
０
円

消費生活相談窓口からの注意情報

　市内で次の消費者相談が増えています。

《相談１》「有料動画サイトの未納料金がありま

す。本日中に連絡がないときは法的手続きに移

行します。」と携帯電話にメールが届いた。

【アドバイス】利用した覚えのない料金を請求

される「架空請求」に関する相談が多数寄せら

れています。利用した覚えがなければ絶対に連

絡しないでください。「訴訟」など不安にさせ

ることが書いてあっても、利用した覚えがなけ

れば無視しましょう。支払い義務があるか判断

できないときは、下記相談窓口に相談してくだ

さい。

《相談２》公民館で開催される健康セミナーに

電話で勧誘され、参加したら健康器具など商品

を購入させられた。

【アドバイス】公民館など公共施設の会議室な

どは広く一般に貸し出します。公共施設でのイ

ベントでも、行政が関わっているとは限りませ

ん。参加するときは、主催者および開催目的を

よく確認してください。また、講演会の開催な

どを持ちかけられたら、商品などの販売目的が

ないかの確認をしてください。行政と関係があ

るかのような説明をされたときは、必ず行政に

確認してください。

【消費生活相談窓口】日月～金曜日午前９時～午後４時（祝日・振休・年末年始を除く）

　　　　　　　　　 相談・問市消費生活相談窓口 （☎757-3740）

持
運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
内
履
き

他
各
教
室
、
無
料
体
験
で
き
ま
す

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

｜

４
３
７
７
）

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

飯
山
線
Ｓ
Ｌ
運
行
に
伴
う
お
知
ら
せ

①
歓
迎
手
旗
で
盛
り
上
げ
よ
う

　
今
号
に
折
り
込
ん
で
あ
る
歓
迎

手
旗
を
作
成
し
、
駅
や
沿
線
で
振

っ
て
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。
歓
迎
の

と
き
は
、
線
路
か
ら
離
れ
た
安
全

な
場
所
で
見
学
し
、
線
路
に
は
絶

対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
個
人
所
有
地
や
道
路

に
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
大
量
の
黒
煙
に
注
意

　
線
路
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
、

煙
が
洗
濯
物
な
ど
に
付
着
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

③
Ｓ
Ｌ
写
真
展
開
催
中

【
第
１
会
場
】

日
11
月
22
日
㈫
ま
で
の
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
６
時

会
ク
ロ
ス
テ
ン

【
第
２
会
場
】

日
11
月
20
日
㈰
ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
７
時

会
情
報
館

問
①
・
②
観
光
交
流
課
（
☎
７
５

７

｜

３
１
０
０
）、
③
飯
山
線

Ｓ
Ｌ
運
行
を
応
援
す
る
市
民
の

会
（
☎
７
５
７

｜

９
２
６
２
）

証
明
書
発
行
を
停
止
し
ま
す

日
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
終
日

内
市
役
所
本
庁
舎
の
証
明
書
自
動

交
付
機
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
で
の

証
明
書
発
行

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
６
）

除
雪
関
連
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

【
認
定
外
道
路
除
雪
事
業
】

　
市
道
認
定
さ
れ
て
い
な
い
道
路

で
も
、
幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上

あ
り
、
平
場
は
人
家
４
戸
以
上
、

中
間
地
は
３
戸
以
上
、
山
間
地
は

２
戸
以
上
の
道
路
除
雪
に
対
し
て

補
助
し
ま
す
。

【
個
人
に
起
因
す
る
雪
処
理
助
成

事
業
】

　
町
内
が
一
斉
に
行
う
屋
根
雪
な

ど
の
処
理
作
業
の
う
ち
、
道
路
上

か
ら
雪
出
し
場
な
ど
ま
で
の
間
の

排
雪
作
業
で
、
２
軒
以
上
が
利
用

す
る
道
路
の
除
雪
を
委
託
さ
れ
た

業
者
が
行
う
も
の
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
建
設
課
維
持
係
（
☎
７
５
７
―

９
９
３
２
）
ま
た
は
各
支
所
農

林
建
設
担
当

十
日
町
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

日
11
月
15
日
㈫
午
前
10
時
〜

会
市
役
所
本
庁

内
議
員
報
酬
額
、
市
長
・
副
市
長
・

教
育
長
の
給
与
に
つ
い
て

問
総
務
課
人
事
係
（
☎
７
５
７

｜

９
７
８
７
）

一
日
金
融
公
庫
相
談
会

　
冬
季
決
算
資
金
・
賞
与
資
金
・

運
転
資
金
・
設
備
資
金
な
ど
が
必

要
な
人
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

日
11
月
17
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
4
時

持
過
去
2
期
分
の
決
算
書
・
申
告

書
・
直
近
の
試
算
表
・
印
鑑

他
要
事
前
申
し
込
み

会
・
申
・
問
十
日
町
商
工
会
議
所
・

中
小
企
業
相
談
所
（
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

20市報とおかまち　平成28年11月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成28年11月10日号21

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

テレビ受信障害のお知らせ

　一般社団法人700MHz利用推進協会は新たな携帯電話用周波数の電波を発射する試験をします。

これに伴い、一部地域でテレビ受信障害が発生することがあります。障害が発生したら、対策員証

と腕章をつけたテレビ障害対策員が対応します（費用はかかりません）。

日11月24日㈭から４週間程度

【テレビ映像が乱れたり、映らないとき】

●受付時間＝午前９時～午後10時（土・日・祝日を含む）

問700MHzテレビ受信障害対策コールセンター（☎0120-700-012）または（☎050-3786-0700）

地区 行　政　区

十日町地区

本町６の１～３丁目・高田町３丁目・高田町３丁目西・高田町３丁目南・丸山町・昭和
町３丁目・昭和町４丁目・泉町・駅通り・稲荷町２丁目・稲荷町３丁目本通り・稲荷町
３丁目東・稲荷町３丁目南・稲荷町３丁目北・西本町１丁目・西本町２丁目・八幡田町・
下川原町・吉田山谷・小泉第１～３・土市第１～５・新宮第１～２・伊達第１～４

川 西 地 区 山野田・坪山・霜条・仁田
中 里 地 区 田沢本村・如来寺・桂・上山・宮中
松 代 地 区 松代
松之山地区 松之山・光間・新山

●対象地区＝

11
月
11
日
㈮
〜
17
日
㈭
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

　
国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や

役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
さ
ま
ざ

ま
な
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し

を
支
え
る
税
」
で
す
。
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

n
ta

.g
o
.jp

）
で
も
動
画
配
信
し
て

い
る
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
十
日
町
税
務
署
（
☎
７
５
２
―

３
１
８
１
）

青
色
申
告
決
算
書
の
説
明
会

【
営
業
所
得
関
係
】

日
／
会
12
月
1
日
㈭
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
／
松
代
総
合
セ
ン
タ

ー
、
12
月
9
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
・
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
／
中
央
公
民
館

【
農
業
所
得
関
係
】

日
12
月
6
日
㈫
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

会
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店

〈
共
通
〉

問
十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
７
５
６
―
６
０
０
１
）

信
濃
川
上
流
圏
域
河
川
整
備

計
画
に
関
す
る
住
民
説
明
会

日
11
月
16
日
㈬
午
後
7
時
〜
8
時

30
分
※
受
付
6
時
40
分
〜

会
情
報
館
　
　

内
信
濃
川
（
長
野
県
境
〜
宮
中
ダ

ム
）
お
よ
び
そ
の
支
川
（
田
川
・

晒
川
・
羽
根
川
・
み
だ
れ
川
な

ど
）
の
、
今
後
30
年
に
わ
た
る

整
備
の
基
と
な
る
信
濃
川
上
流

圏
域
河
川
整
備
計
画
（
原
案
）

を
説
明
し
、
内
容
に
つ
い
て
意

見
を
聞
き
ま
す
。

問
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
計
画
調
整
課
（
☎
７
５
７
―

５
４
０
８
）

新
潟
県
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

申
請
者
随
時
受
付
中

　
県
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
就
業
し

た
人
の
奨
学
金
な
ど
の
返
還
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
条
件
に
該
当
す

る
人
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

対
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
県

内
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
30
歳
未
満

の
人

・
大
学
な
ど
を
卒
業
後
、
県
外
で

就
業
し
、
一
定
の
就
業
期
間
が

あ
る
人

・
４
年
生
大
学
卒
業
者
（
通
算
３

年
以
上
）

・
６
年
生
大
学
ま
た
は
大
学
院
卒

業
者
（
通
算
１
年
以
上
）

・
転
入
後
６
か
月
以
内
に
県
内
企

業
な
ど
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

内
年
間
20
万
円
を
上
限
と
し
て
、

奨
学
金
な
ど
の
返
還
額
を
最
長

６
年
間
支
援

※
支
援
総
額
の
上
限
は
、
Ｕ
タ
ー

ン
転
職
時
の
奨
学
金
な
ど
の
残

額
（
元
本
）
の
２
分
の
１

●
支
援
条
件
＝
翌
年
度
以
降
も
県

内
に
居
住
・
就
業
す
る
こ
と

●
申
請
期
限
＝
県
内
に
転
入
後
３

ヵ
月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問
新
潟
県
民
生
活
・
環
境
部

新
潟
暮
ら
し
推
進
課
（
☎
０
２

５

｜

２
８
０

｜

５
６
３
５
）相談内容 相談窓口 電話番号 開設期日／時間

配偶者やパート
ナーからの暴力

新潟県女性福祉相
談所（配偶者暴力
相談支援センター）

☎025-381-1111 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

ＤＶ・児童虐待相
談フリーダイヤル

☎0120-26-2928 毎日／午前９時～午後10時

子育て支援課 ☎757-3719 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分
配偶者やパート
ナーからの暴力・
ストーカー被害・
性的嫌がらせ

女性被害110番 ☎025-281-7890 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

十日町警察署
生活安全課

☎752-0110
24時間対応（夜間、土・日曜日、祝日、
年末年始は当直の警察官が対応）

女性の人権問題

女性の人権ホット
ライン（新潟地方
法務局人権擁護課
内 ）

☎0570-070-810
（全国共通）
☎025-229-0211

（PHS・IP電話用)

月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

新潟地方法務局十
日町支局 

☎752-2575 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

職場での性的嫌
がらせや性別に
よる差別

新潟労働局雇用均
等室

☎025-288-3511 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

女性の総合相談

新潟県男女平等推
進相談室

☎025-285-6605
月～金曜日／午前11時～午後６時（受付
は午後５時30分まで)、土曜日／午前10
時～午後５時（受付は午後４時30分まで）

女性相談専用電話
（企画政策課内）

☎757-3701 月～金曜日／午前８時30分～午後５時15分

11月12日㈯〜25日㈮「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
一人で悩まず相談してください

　配偶者やパートナーからの暴力・セクシュアルハラスメント（性的嫌がらせ）・ストーカー行為・

性犯罪などは女性の人権を侵害するものであり、決して許される行為ではありません。このような

問題で悩んでいるときは、ぜひ相談してください。

問企画政策課協働推進係（☎757-3693）

新潟県知事選挙　十日町市の結果

　任期満了に伴う新潟県知事選挙が10月16日㈰に行われました。

　即日開票の結果、米山隆一氏が当選しました。十日町市における開票結果は、次のとおりです。

投　票　状　況

当日有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

男 22,922 14,380 8,542 62.73%

女 24,342 14,797 9,545 60.79%

合　計 47,264 29,177 18,087 61.73%

問十日町市選挙管理委員会（☎757-3191）

開　票　結　果

候補者名
（党派）

米山　隆一
（無所属）

森　民夫
（無所属）

後藤　浩昌
（無所属）

三村　誉一
（無所属）

合　計

得票数 14,489 13,808 173 166 28,636

※敬称略



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

取
材
し
た
人

連載コーナー Serialization corner

石炭を積んで走る本格的なミニSLは
東京の知人の協力を得て運行。トーマ
ス列車やグッズ販売など各地のイベン
ト出店に奔走中です。クロステンと情
報館では「なつかしの飯山線SL写真
展」を開催中です。

11月19日㈯、20日㈰には念願叶い、再びSLが
十日町市を走ることになり、ポスターもデザイ
ンしました。運行は19日が十日町駅午前11時
38分着、午後0時38分発（下り）。20日が同駅
午前10時33分着、11時35分発（上り）です。

30代以降の男性を中心に、さま
ざまな職業や知識を持つ仲間が集
まり知恵を出し合います。今後
10～20代の若い世代にどう関わ
ってもらうかが悩みどころです。
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活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

104

「
4
年
前
、
本
物
の
Ｓ
Ｌ
が
来
た
と

き
の
盛
り
上
が
り
と
観
客
の
喜
び
よ
う

は
、
私
た
ち
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も

ず
っ
と
大
き
な
も
の
で
し
た
。
涙
を
流

し
て
別
れ
を
惜
し
む
子
ど
も
た
ち
も
い

た
ほ
ど
で
す
」。
と
事
務
局
を
担
う
春

日
徹
さ
ん
（
稲
荷
町
・
54
歳
）
は
振
り

返
り
ま
す
。
平
成
24
年
秋
の
Ｓ
Ｌ
復
活

後
に
提
出
さ
れ
た
継
続
運
行
を
求
め
る

署
名
は
、
約
８
、
０
０
０
筆
に
も
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
人
の
喜
び
を
肌
で
感

じ
、
Ｓ
Ｌ
が
持
つ
可
能
性
を
確
信
し
た

出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
運
行

の
な
い
年
で
も
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
や

情
報
発
信
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
自
ら
が

楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｓ
Ｌ

を
き
っ
か
け
に
市
を
訪
れ
フ
ァ
ン
に
な

り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
観
光
の
充
実

に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

会
の
強
み
は
Ｓ
Ｌ
好
き
の
市
民
が
集

ま
る
か
ら
こ
そ
の
、
素
早
い
情
報
発
信

や
企
画
の
立
案
で
す
。
昨
年
、
長
野
県

飯
山
市
で
も
同
名
の
市
民
の
会
が
発
足

し
、
住
民
同
士
の
活
動
の
輪
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
行
政
や
沿
線
の
住

民
、
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
よ

り
広
域
で
連
携
し
、
Ｓ
Ｌ
の
定
期
運
行

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

蒸
気
機
関
車
の
力
で
地
域
に
に
ぎ
わ
い
を

飯
山
線
Ｓ
Ｌ
運
行
を
応
援
す
る
市
民
の
会　

十
日
町

　
40
年
ぶ
り
に
飯
山
線
を
走
る
こ
と
に
な
っ
た
Ｓ
Ｌ
の
運
行
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
平

成
24
年
に
有
志
に
よ
る
市
民
の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
飯
山
線
Ｓ
Ｌ
運
行
実
行
委
員

会
に
も
市
民
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
る
同
会
は
、
あ
の
感
動
と
盛
り
上
が
り
を
定
期

的
に
も
た
ら
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
市
内
外
で
精
力
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
や
研
究
を
続
け

て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

事
務
局
・
春
日
徹
さ
ん
（
☎
７
５
７
―
９
２
６
２
）

「伝統の文化が人をつなぐ」

❶ ❷ ❸

❻❺❹

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

18

は
、
大
き
な
も
の
や
難
し
い
も
の
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
今
は
と
に
か

く
気
楽
に
や
っ
て
い
る
よ
」。
大
地
の
芸

術
祭
の
開
催
中
に
は
、
休
憩
所
を
手
伝
う

合
間
に
折
り
紙
を
披
露
し
、
多
く
の
外
国

人
の
お
客
さ
ん
を
よ
ろ
こ
ば
せ
ま
し
た
。

「
車
の
運
転
を
や
め
て
か
ら
は
、
以
前

の
よ
う
に
は
出
回
ら
な
く
な
っ
た
け
ど
、

分
じ
ろ
う
や
十
じ
ろ
う
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼

ん
で
も
ら
っ
て
教
え
る
こ
と
も
あ
る
よ
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

の
は
う
れ
し
い
ね
。
折
り
紙
を
通
し
た
人

と
の
会
話
が
楽
し
み
な
ん
だ
よ
」。

日
本
の
伝
統
的
な
文
化
で
あ
る
「
折
り

紙
」。
貞
夫
さ
ん
は
小
学
校
や
、
病
院
、

福
祉
施
設
な
ど
を
訪
れ
、
折
り
紙
を
教
え

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
も
折
り
紙

は
し
た
け
ど
、
本
格
的
に
や
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
。
も
う
20

年
以
上
に
な
る
ね
」。

折
り
紙
の
普
及
・
発
展
を
目
指
す
全
国

的
な
団
体
「
一
般
社
団
法
人
日
本
折
紙
協

会
」
の
会
員
で
あ
り
、
認
定
講
師
で
も
あ

る
貞
夫
さ
ん
。
毎
月
届
く
会
報
や
市
販
の

本
を
見
な
が
ら
、
新
し
い
折
り
方
を
研
究

し
て
い
ま
す
。「
始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ

❶❷❸貞夫さんの作品の数々。「新

築や結婚のお祝いで額縁に入れた作

品を贈るとよろこばれるよ」❹さま

ざまな折り方が紹介される折紙協会

の会報。「新しい折り方やアレンジ

を考えている人がたくさんいるんだ

よ」❺「折り方ひとつで出来上がり

の模様も変わってくるのがおもしろ

いね」❻いつも紙を持ち歩いている

貞夫さん。「15センチ四方の紙が入

らないカバンは買わないんだ」

地
域
お
こ
し
協
力
隊

石い
し
わ
た渡 

大ひ
ろ

夢む

さ
ん

折
り
紙

　
佐
藤 

貞
夫
さ
ん（

室
野
・
82
歳
）

外国人にも積極的に話かけ
るなど、折り紙をコミュニ
ケーションの道具として人
とのつながりを楽しむ貞夫
さんの話を聞き、折り紙の
新しい魅力を感じました。
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　実験が楽しかった理科室をか
きました。教室が広く見えるよ
うに遠近感を考えたり、テーブ
ルの角度を変えたりしました。

　にじのジェットコースターを
おりがみでくふうして作りまし
た。むずかしかったけれどてい
ねいに作ったりぬったりできま
した。

　こまかい花やおうちをかくの
がむずかしかったです。はじめ
てえのぐをつかっていろをぬり
ました。じょうずにできてよか
ったです。

た
く
さ
ん
実
験
し
た
理
科
室

齋
喜
　
伝
つ
と
う

さ
ん
（
６
年
）

い
っ
て
み
た
い
な
に
じ
の
せ
か
い

滝
沢
　
風ふ
う

花か

さ
ん
（
２
年
）

い
っ
て
み
た
い
な
く
も
の
上

高
橋
　
紫
ゆ
か
り

さ
ん
（
１
年
）

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

が
と
て
も
は
や
く
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。
二
つ
の
色
を
使

っ
て
、
水
が
い
き
お
い
よ
く

流
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
、
流

さ
れ
て
い
る
よ
う
す
を
上
手

に
表
現
で
き
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
と
よ
く
遊
ん
だ
体

育
館
を
か
き
ま
し
た
。
か
べ

や
床
の
色
が
同
じ
な
の
で
い

ろ
い
ろ
な
茶
色
を
作
っ
て
ぬ

り
ま
し
た
。
明
る
い
雰
囲
気

に
仕
上
が
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。

　

自
分
が
葉
っ
ぱ
に
つ
か
ま

っ
て
空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う

に
か
き
ま
し
た
。
花
の
茎
や

葉
の
先
を
く
る
く
る
と
う
ず

ま
き
に
し
て
飛
ん
で
い
る
感

じ
を
出
し
ま
し
た
。

楽しかった野沢プール

南雲　結
ゆ

奈
な

さん（３年）

ドッジボールで汗を流した体育館

鈴木　航
こう

介
すけ

さん（５年）

くるくるお花と空を飛ぼう！

齋喜　真
まあしゃ

舎さん（４年）
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